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今月の内容

02　赤穂義士祭

05　忠臣蔵の散歩道

06　秋の叙勲、警察官表彰ほか

07　防犯非行ポスター・防犯標語入賞者

08　トライやる・ウィーク活動報告

16　子育て健康ページ

17　図書館新刊案内

18　情報コーナー

22　年末年始業務案内

23　くらしのカレンダー

▪今月の内容

子ども義士物語を演じて学んだことは

「仲間の大切さ。」 城西小

12月14日

第114回 赤穂義士祭
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赤
穂
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
赤
穂
義
士
祭
」
。
本
年
も
赤
穂
義
士
が

討
ち
入
り
を
成
し
遂
げ
た
12
月
14
日

（
木
）
に
行
い
ま
す
。

忠
臣
蔵
パ
レ
ー
ド

　
　
　

レ
ー
ド
コ
ー
ス
は
、
赤
穂
城
跡

大
手
門
前（
義
士
娘
人
力
道
中
、

彦
根
鉄
砲
隊
、
こ
ど
も
大
名
行
列
、
こ

ど
も
義
士
行
列
、
大
名
行
列
、
義
士
伝

行
列
、
義
士
行
列
は
、
大
手
門
か
ら
出

発
）か
ら
、
し
お
み
ラ
イ
ン
、
千
鳥
ヶ

浜
ロ
ー
ド
、
中
央
通
り
、
い
き
つ
ぎ
広

場
前
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
レ
ー
ド
の
内
容
や
予
定
時
間
は
４

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。
今
年
は
気
仙

沼
高
校
と
赤
穂
高
校
の
３
・
11
絆
パ

レ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。
各
出
演
団
体
の

み
な
さ
ん
に
大
き
な
声
援
と
拍
手
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　

士
行
列
に
は
、
大
石
内
蔵
助
役

と
し
て
、
俳
優
の
中
村
梅
雀
さ

ん
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

司
会
、
映
画
評
論
等
で
お
な
じ
み
の
浜

村
淳
さ
ん
の
パ
レ
ー
ド
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

は
じ
め
、
東
映
剣
会
の
迫
力
あ
る
殺
陣

に
都
若
丸
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
さ
れ
ま

す
。
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
彦

根
鉄
砲
隊
の
演
武
は
、
赤
穂
城
跡
隅
櫓

前
に
て
行
い
ま
す
。（
奉
納
演
武
9
時
30

分
〜
）

忠
臣
蔵
交
流
物
産
市

　
　
　

例
の
赤
穂
城
跡
内
で
の
忠
臣
蔵

交
流
物
産
市
に
は
、
豊
岡
の
焼

き
が
に
、
米
沢
牛
串
焼
き
等
、
普
段
な

か
な
か
口
に
で
き
な
い
、
様
々
な
地
域

の
特
産
品
が
集
合
し
ま
す
。
ま
た
、
各

地
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
登
場
す
る
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
駅
前
通
り
で
は
、
赤
穂

市
公
認
ソ
ン
グ「
え
え
や
ん
赤
穂
」で
お

な
じ
み
の「
ス
マ
イ
ル
レ
ン
ジ
ャ
ー
」に

よ
る
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
、
人
力
車
の

試
乗
な
ど
が
行
わ
れ
、
年
齢
問
わ
ず
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
花
岳
寺
や
大
石
神
社
で
は
、

追
慕
法
要
や
追
慕
大
祭
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

パ義

恒
　

多
く
の
人
に
ゆ
っ
く
り
と
ご
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
、
パ
レ
ー
ド
終
着
地
点
付

近
に
観
覧
席（
有
料
）を
設
置
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
義
士
祭
へ
の

参
加
は
も
ち
ろ
ん
、「
赤
穂
市
は
義
士
の

ふ
る
さ
と
」と
い
う
誇
り
を
持
ち
、
観

光
客
の
皆
さ
ま
を
あ
た
た
か
く
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

第１１４回
　

問赤穂義士祭奉賛会事務局（産業観光課）　☎４３・６８３９

●忠臣蔵ウイーク（８日～ 14日）

　義士祭一週間前から赤穂を盛り上げようと発足

した「忠臣蔵ウイーク実行委員会」。今年も多彩な

イベントが市内各所で実施されるほか、市内店舗

ではウイーク限定企画が実施されます。

●義士の灯り～竹あかり～（９日～ 14日）

　午後５時～９時

　  　赤穂城本丸、花岳寺、大石神社ほか（花岳寺、

大石神社は13日のみ、花岳寺は午後８時まで）

　  　竹を材料として穴をあけ製作する光のオブ

ジェ、竹あかり。竹あかりの光が四十七義士ゆ

かりの地を美しくいろどります。

●義士追慕の前夜祭　13日

　義士の偉業をたたえ、義士の眠る花岳寺、義士

を祀る大石神社において、赤穂義士への鎮魂、追

慕の思いを再確認する機会を提供します。

・灯籠によるライトアップ
▽花岳寺＝午後５時～８時

▽大石神社＝午後５時～９時

　  　花岳寺義士墓所、大石神社義士史料館・大石

邸庭園が無料開放となります。

・  大石内蔵助・主税の義士行燈奉掲、大ろうそく

47本による義士鎮魂

　大石神社　午後５時～９時

　※義士行燈奉掲は14日も行います。

・義士追慕の灯火

　赤穂城跡武家屋敷公園　午後６時～８時

　  　大石主税と同じ年齢となる市内の中学３年の

生徒が赤穂義士に想いをはせ、提灯に描いた絵

やメッセージなどを会場内に展示します。

・三遊亭楽松師匠による追慕寄席

　花岳寺　午後５時30分～

・  松区自治会による甘酒の振る舞いと、播州赤穂

義提團によるニラ雑炊のおもてなし

　花岳寺門前広場　午後５時～９時
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暦
の
元
禄
15

年
12

月
14

日
の
頃
は

日
本
が
一
番
寒
い
時
期
で
す
。
吉

良
上
野
介
の
在
宅
を
確
か
め
て
討
入
り
し

た
浅
野
旧
臣
は
耐
寒
の
服
装
で
、
寒
さ
に

震
え
る
吉
良
家
の
家
臣
と
闘
っ
た
の
で
討
入

り
が
成
功
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら

れ
た
史
実
で
す
。

　

最
初
の
計
画
で
は
、
12

月
５
日
に
吉
良

邸
討
入
り
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日

に
吉
良
邸
で
茶
会
が
催
さ
れ
る
と
の
情
報

を
入
手
し
た
た
め
で
す
。
と
こ
ろ
が
茶
会
が

延
期
と
な
り
、
討
入
り
も
持
ち
越
さ
れ
ま

し
た
。 

　

茶
会
は
同
月
14

日
と
な
り
、
こ
の
深
夜
に

討
入
り
決
行
と
定
め
た
の
で
す
。
こ
れ
は
浅

野
旧
臣
に
と
っ
て
む
し
ろ
好
都
合
で
し
た
。

  

な
ぜ
な
ら
14

日
は
亡
君
浅
野
内
匠
頭
の
命

日
で
、
し
か
も
前
日
の
13

日
は
一
斉
に
年
末

恒
例
の
煤す
す
は
ら払
い
を
す
る
日
な
の
で
す
。
た
だ

の
大
掃
除
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
13

日
は
吉
日

で
す
か
ら
、
ど
こ
の
屋
敷
で
も
、
お
正
月
を

迎
え
る
た
め
の
大
切
な
行
事
と
し
て
煤
払

い
を
す
る
の
で
す
。

　

吉
良
邸
で
は
大
き
な
行
事
が
２
日
続
き

と
な
っ
た
の
で
す
。
畳
を
叩
い
た
り
、
葉
の

付
い
た
竹
竿
で
高
い
所
を
払
っ
た
り
、
拭
い

た
り
、
全
員
出
勤
し
て
の
力
仕
事
で
す
。

　

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
り
ま
す
が
、
赤
穂

義
士
の
一
人
大
高
源
五
が
、
吉
良
邸
情
報
を

探
る
た
め
に
煤
払
い
用
の
竹
を
担
い
で
訪
問

販
売
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
12

月
13

日
の

話
で
す
か
ら
辻つ
じ
つ
ま褄
が
合
う
の
で
す
。

　

13

日
に
煤
払
い
を
し
て
、
翌
日
は
茶
会
で

す
。
高
家
の
茶
会
で
す
か
ら
大
勢
の
客
人

を
迎
え
、
た
だ
お
茶
と
菓
子
を
出
す
だ
け

で
は
な
く
、
料
理
も
酒
も
振
舞
っ
て
も
て
な

し
ま
す
。
客
人
が
一
人
来
れ
ば
、
何
十
人
も

の
家
来
が
付
い
て
来
ま
す
。

　

総
出
で
煤
払
い
を
し
て
、翌
日
に
は
茶
会
。

家
臣
も
中
ち
ゅ
う
げ
ん
間
も
腰こ
し
も
と元
も
、
力
仕
事
に
続
く

気
苦
労
で
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で

す
。
年
内
の
行
事
が
す
べ
て
終
了
し
、
呑の

め

る
家
臣
は
大
い
に
吞
ん
だ
で
し
ょ
う
。
14

日

の
夜
は
雪
が
積
も
っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
か

ら
寒
く
も
あ
り
、
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
た
は
ず

で
す
。

　

も
し
闘
い
が
長
引
く
と
夜
が
明
け
る
か

も
知
れ
な
い
寅と
ら

の
上
じ
ょ
う
こ
く
刻（
今
の
時
間
で
い
う

と
15

日
午
前
３
時
半
頃
）
に
な
っ
て
討
入
っ

た
の
は
何
故
で
し
ょ
う
か
。
も
う
少
し
時
間

に
余
裕
を
持
た
せ
て
早
い
時
刻
に
討
ち
入
っ

た
方
が
成
功
の
確
率
が
高
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

  
私
は
、
赤
穂
義
士
は
寅
の
刻
に
討
ち
入
る

こ
と
に
よ
っ
て
諸
し
ょ
て
ん天

善ぜ
ん

神じ
ん

の
加か

ご護
を
願
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
寅
の
刻

は
善
神
が
活
動
し
始
め
る
時
刻
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
丑う
し

の
刻
は
魑ち

み魅
魍も
う
り
ょ
う
魎
の
時

間
帯
な
の
で
す
。
泥
棒
や
、
人
を
呪の
ろ

う
行

為
は
丑
の
刻
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
す
。

　

大
石
内
蔵
助
は
改か
い
え
き易

に
際
し
て
、
自
分

に
同
意
す
る
旧
臣
達
か
ら
起き
し
ょ
う
も
ん

請
文
を
受
け

取
り
ま
し
た（
第
８
回「
赤
穂
浪
士
の
血
判

状
」参
照
）。
提
出
者
は
２
０
０
人
に
達
し
た

よ
う
で
す
か
ら
、
４
分
の
３
が
離
脱
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
た
だ
一
人
と
し
て
討
入
り
す

る
か
も
知
れ
な
い
事
を
町
役
人
や
奉
行
所

に
訴
え
出
る
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

理
由
は
大
石
の
人
柄
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

梵ぼ
ん
て
ん天
・
帝
た
い
し
ゃ
く
釈
・
四し

大だ
い

天て
ん
の
う王
の
仏
教
の
神
様
、

日
本
国
中
の
神
様
に
対
し
て
こ
の
事
を
他

言
し
な
い
と
誓
い
、
血
判
し
て
い
た
か
ら

で
す
。

　

仏
神
へ
の
信
心
と
誓
い
は
、
そ
れ
ほ
ど
重

い
も
の
な
の
で
す
。

（
高
光
寺
住
職
・
赤
穂
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員　

三
好
一
行
）

旧
年
末
の
大
掃
除
と
茶
会

へ
と
へ
と
の
家
臣
た
ち

諸
天
善
神
の
加
護

諸
天
善
神
へ
の
誓
い

忠臣蔵の散歩道 17

コラム　　

義士討入り（表門）
（赤穂市立歴史博物館蔵「赤穂義士真観」のうち）

赤穂義士の討入りは

なぜ成功したか

【
交
通
規
制
の
お
願
い
】

　

義
士
祭
当
日
は
、
パ
レ
ー
ド
等
に
関
連
し
て
、

し
お
み
ラ
イ
ン
、
千
鳥
ヶ
浜
ロ
ー
ド
、
中
央
通

り
、
駅
前
通
り
、
露
店
が
並
ぶ
お
城
通
り
、
そ

し
て
こ
れ
ら
の
周
辺
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま

す
。
周
辺
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
特
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
赤
穂
義
士
祭
開
催
の
た
め

に
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

●
  

車
両
通
行
止　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

※  

終
了
時
間
は
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※  

千
鳥
ヶ
浜
ロ
ー
ド
は
パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
規

制
解
除
予
定
。

に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン

ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

お
も
て
な
し
ゾ
ー
ン

②大手門前 
　放送席

③中央通放送席

①赤穂城跡大手門

250 250

消

情報物産館

ロータリー

赤穂警察署

加里屋
まちづくり
会館

スタンプゴール地点

市役所 公園

図
書
館

市
民
会
館

大
石
旧
邸
宅

消

消

④観覧席前
　放送席

プラット赤穂 観光情報センター（2階改札前）

武家屋敷公園

080-2254-9670

献血

臨時駐輪場

080-9714-1521

パレードの
通過予定時刻

金管バンドパレード 10:20

協賛パレード 10:50

義士娘人力道中 13:00

東映剣会殺陣 演13:15

義士伝行列 13:55

大名行列 14:20

忠臣蔵名場面の山車 14:40

義士行列 14:50

④観覧席前放送席

金管バンドパレード 10:00

協賛パレード 10:25

大名行列 12:00

東映剣会殺陣 演12:20

義士娘人力道中 12:40

忠臣蔵名場面の山車 13:25

義士行列 13:40

②大手門前 放送席

③中央通 放送席

金管バンドパレード 10:15

協賛パレード 10:45

東映剣会殺陣 12:45

義士娘人力道中 12:55

義士伝行列 13:45

大名行列 13:50

忠臣蔵名場面の山車 14:25

義士行列 14:40

大名行列 11:40

義士娘人力道中 12:35

義士行列 13:30

①赤穂城跡大手門

会場案内図

4No.792  2017年12月5 No.792  2017年12月



　防犯意識を高めるため、小中

学生からポスター・標語を募集

し、多くの応募作品の中から次

のとおり入賞者が決まりまし

た。おめでとうございます。

　これらの作品は、平成30年

度防犯カレンダーに掲載され

ます。また、標語の最優秀作品

は、防犯ステッカーとして市の

公用車に掲載されます。

優秀賞

「あいさつは　みんなができる　ぼうはんだ」 吉
よし

田
だ

　悠
ゆ う と

人さん（原小１年）　

「あいさつで　町の安全　パトロール」 米
こめたに

谷尚
し ょ う

宇介
すけ

さん（御崎小４年）

「そのお金　ふりこむ前に　再確認」 阿
あ が

賀　美
み く る

繰さん（坂越中３年）

入選作品

「家でたら　かならずいっしょ　ぼうはんブザー」 森
もりわき

脇　大
たいせい

惺さん（赤穂小３年）

「帰宅時間　守れる君が　みんなの見本」 津
つ の

野　龍
りょうぶ

文さん（城西小６年）

「いじめなし　ないてる友だち　ふやさない」 内
ないとう

藤　真
ま し ろ

白さん（尾崎小３年）

「ああぶないぞとおもったら　ここうばんいこう　ううちにかえろう」

 横
よこ

田
た

　大
おおすけ

輔さん（赤穂西２年）

「あぶないよ　夜の道には　気をつけて」 野
の ま

間　優
ゆ な

菜さん（坂越小４年）

「夜の道　一人で歩くと　ねらわれる」 加
か と う

藤　萌
も え か

花さん（高雄小６年）

「声かけあって　みんなで守ろう　僕らの町」 梨
なしもと

本　直
な お と

人さん（有年小６年）

「大切な親を　犯罪なんかで　悲しませないで」 橋
はしもと

本　采
あ や め

女さん（赤穂中２年）

防犯非行ポスター
防犯標語

最優秀賞

延
のぶはら

原　義
よ し き

基さん(赤穂小6年)

防犯非行ポスター

防犯標語

最優秀賞

「伝えよう　でかける場所と　帰る時間」

陣
じんざい

在　葵
あ お い

生さん(尾崎小４年)

　

11
月
3
日
に
発
令
さ
れ
た
秋
の
叙
勲

に
赤
穂
市
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

平
成
29

年

秋
の

叙
勲

環
境
美
化
活
動
表
彰

　

赤
穂
市
ま
ち
づ
く
り
振
興
協
会
で
は
、
環
境
美

化
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
に
対

し
、10
月
30
日
、
市
役
所
で
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

赤
穂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
有
吉
一
美

さ
ん
が
10
月
19
日
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
対

し
て
多
年
に
わ
た
り
、
そ
の
発
展
向
上
に
尽
力
し
、

老
人
福
祉
の
向
上
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

重
しげまつ

松 英
えい

二
じ

さん

（有年原）

元 赤穂市議会議員

有
ありよし

吉 一
か ず み

美さん

（福浦）

赤穂市老人クラブ連合会会長

萬
まんだい

代 洋
よう

子
こ

さん

（御崎）

地域の公園内の美化清掃
活動等に15年にわたり
尽力されています。

望
もちづき

月 昌
しょう

次
じ

さん

（有年横尾）

元 赤穂市消防団団長

平
成
29

年
度
赤
穂
の

警
察
官
賞

内
う つ み

海 達
たつ

也
や

警部補

岡
おかもと

本 英
ひで

樹
き

警部補

　

11
月
24
日
の
「
暴
力
追
放
・
地
域
安
全
赤
穂
市
民
大
会
」

で
、
市
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
活
躍
さ
れ
た

２
名
の
警
察
官
に
「
赤
穂
の
警
察
官
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
か
ら
赤
穂
警
察
署

に
勤
務
さ
れ
、
治
安
維
持
の
最

前
線
と
し
て
、
市
内
の
事
件
事

故
を
認
知
し
、
交
番
・
パ
ト
カ

ー
等
へ
迅
速
に
適
切
な
指
令
を

す
る
な
ど
、
市
民
の
安
全
と
安

心
の
確
保
に
努
め
、
地
域
の
治

安
維
持
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
か
ら
赤
穂
警
察
署

に
勤
務
さ
れ
、
市
内
の
生
活
経

済
、
生
活
環
境
、
少
年
の
育
成

と
捜
査
に
携
わ
る
ほ
か
、
市
民

か
ら
の
膨
大
な
相
談
に
適
切
に

対
応
す
る
な
ど
、
市
民
の
安
全

と
安
心
の
確
保
に
努
め
、
地
域

の
治
安
維
持
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

 

優秀賞 野
の

島
じま

　瑠
る

菜
な

さん（御崎小6年） 長
ながはま

濱　雅
まさ

人
と

さん（塩屋小5年）

入　選 玉
たま

森
もり

　光
こう

貴
き

さん（坂越中3年） 木
き

村
むら

　優
ゆう

吾
ご

さん（御崎小6年）

 原
はら

田
だ

　晴
はる

斗
と

さん（御崎小6年） 溝
みぞ

田
た

　紡
つむ

希
ぎ

さん（坂越中1年）

佳　作 萩
はぎわら

原　稜
りょうた

大さん（塩屋小5年） 塩
しお

田
た

　奈
な み

未さん（赤穂西小6年）

 八
や か

家　　南
みなみ

さん（尾崎小5年） 畑
はたなか

中　大
や ま と

和さん（赤穂中1年）

 井
い ぐ ち

口穂
ほ の

乃花
か

さん（坂越中3年）
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こ
の
５
日
間
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
取
材
で
、
た
く
さ
ん
の
場

所
に
い
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学

べ
た
の
で
、
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ご
指

導

し

て

く

だ

さ
っ
た
市
役
所

の
皆
さ
ん
、
取

材
を
受
け
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
さ
い

ま
し
た
！

　
こ
の
５
日
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
へ
取
材
に
行
き
、

多
く
の
人
と
出
会
っ
た
中
で
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
の
難
し
さ
を
学

べ
ま
し
た
。
初
対
面
の
人
へ
の
取
材
は
大
変
で
し
た

が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
っ
た
の
で
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

市

役

所

の

皆

さ
ん
、
取
材
を

受

け

て

く

だ

さ
っ
た
皆
さ
ん

本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！

　
こ
の
５
日
間
普
段
で
き
な
い
よ
う
な
事
が
た
く
さ
ん

出
来
て
良
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
取
材
を
す
る
上
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
知
っ
た
の
で
今
後
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
教

え
て
い
た
だ
い

た
あ
さ
ん
を
は

じ
め
市
役
所
の

皆

さ

ん
、
取

材

さ
せ
て
い
た
だ

い
た
事
業
所
の

皆
さ
ん
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

赤穂東中学校２年
な

中
かが

川
わ

　
こ

心
こ

愛
あ

赤穂東中学校２年
せ

關
き

　理
り

咲
さ

子
こ

赤穂中学校２年
ま

松
つ

尾
お

　
ひ

博
ろ

実
み

Qこの事業所を選んだ理由は

何ですか？

A普段できないことを体験して

みたかったからです。

Q初めてしたことはありますか？

A鑑識体験で指紋を採取したことです。

Qこの事業所を選んで良かったことは何ですか？

Aたくさんの経験ができて、普段私たちの安全を守ってくれて

いる警察官の方々からたくさんのお話が聞けたことです。

Qこの経験を今後どのように

生かしていきたいですか？

A護身術を生活の中で危な

い時に取り入れたいです。

（取材：關）







編
集
後
記

赤穂警察署
Qこの事業所を選んだ理由は何で

すか？

A人とのかかわりについてもっと

幅の広い人達とふれあうことの

大切さを学びたかったからです。(廣井)

Qいちばん嬉しかったことは何ですか？

A何かしたら必ず『ありがとう』と言ってくれることです。(馬江)

Q何が難しいですか？

A話をすることです。(西川)

Q仕事をしてみて思ったこ

とは何ですか？

A１つ１つの仕事や内容の

厳しさや、責任感がいる

ということです。(廣井)

（取材：中川）

しおさいセンター
Qこの事業所を選んだ理

由は何ですか？

A接客をしてみたかったか

らです。(一二三)

Qいちばん印象に残っていることは何ですか？

Aお客さんに『ありがとう』と言ってもらえたことです。

(一二三・吉川)

Q失敗してしまったことは何ですか？

Aテーブルを間違えてしまったことです。(一二三)

　入れるご飯の量を間違えてしまったことです。(吉川)

Qここに来て学んだこと、感じたことは何ですか？

A接客での言葉遣いや、テキパキ動かないと間に合わ

ないことです。(吉川)

Qこの経験を今後どのように生かしていきたいですか？

A自分より上の立場の人への言葉遣いや、人に対する

接し方を普段の

生活や自分が働

いたときに生かし

ていきたいです。

(一二三・吉川)

（取材：關）

文楽 赤穂店

Qこの事業所で一番しんどかったことは何ですか？

A草抜きや石ひろいが一番しんどかったけどそういう仕

事も大切だと思います。(京増、平林)

Qこの事業所を選んで良かったことは何ですか？

A普段できないことが体験できるということです。(京増)

Q印象に残ったことは何ですか？

A屋根の上にのぼって腕立てをしたことです。(平林)

Q将来このような仕事につきたいですか？

Aはい！！(全員)

Q失敗したことは何ですか？

Aねじの上にねじを

打って木をわって

しまったことです。

(正木)

平林建築工房

Qなぜこの事業所を選んだのです

か？

Aここの卒園児で先生の苦労とかを

知りたかったからです。(永吉)

Q嬉しかったことは何ですか？

A不安だったけど、子どもたちが自分から来てくれた事が嬉しかった

です。(永吉)

Qやりがいを感じた時はいつですか？

Aみんなが自分の名前を呼

んでくれる時にやりがいを

感じます。(田淵)

Q学んだことは何ですか？

A人に教える事の大変さを

学びました。(田淵)

あけぼの幼稚園

Q以前と変わった事は何かあります

か？

A他人と話す事に恥ずかしさがなく

なった事です。(石原)

Q大変だったことは何ですか？

A重たい油を運んだことです。(橋本)

Qこの仕事の魅力は何ですか？

Aお客様の笑顔がみられる

ことです。(守岡)

Qなぜこの事業所を選びま

したか？

A接客業について学びたかっ

たからです。(守岡)

たいの鯛 赤穂店
Qこの事業所を選んだ理由は何ですか？

A消防士になりたいからです。(金井・今井)

　人命救助に興味があるからです。(松村)

Qいちばん大変だったことは何ですか？

A筋トレ！(金井・阿部・坪本・松村・今井)

Q仕事をしてみて分かったことは何ですか？

A気持ちのもち方が大事だということです。(坪本)

　チームワークが大切ということです。(阿部)

Qここを選んで良かったことは何ですか？

A特別な人命救助のことを教えてもらったことです。

(松村)　　　　　　　　　　　　　
 （取材：中川）

赤穂消防署

トライやる

ウィーク 23日～27日
１０月

（市内中編）

（取材：松尾）

（取材：松尾）

（取材：松尾）

（市内中編）

この事業所を選んだ理由は何で

人とのかかわりについてもっと

幅の広い人達とふれあうことの

大切さを学びたかったからです。(廣井)

しおさいセンター
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こ
の
一
週
間

は
働
い
て
い
る

人

に

取

材

を

し
た
り
、
写
真

を
撮
っ
た
り
普

段

学

校

生

活

で
で
き
な
い
貴

重

な

体

験

を

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
直

接
人
と
関
わ
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
た
り
す
る
の
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
難
し
か
っ

た
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
こ
の
仕
事
の
魅
力
だ
な

と
体
験
し
て
感
じ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
事
業
所
を
選

ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
！
市
役
所
の
皆
さ
ん
、

取
材
に
か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
素
晴
ら
し

い
体
験
を
こ
の
５
日
間
さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

兵庫県立大附属中学校２年

小
こ ぶ

深
か

田
た

　夏
か の

夢
ん

Q接客業してみてどう思いましたか？

Aお客さんのことを考えてするのは難

しかった（武本）

Qこの仕事で意外だな、こんなことをや

っているのだなと初めて気づいたこ

とは何ですか？

A箱を一つずつ組み立てていること（是

兼・武本）

Qこの仕事で楽しいことは何ですか？

Aお客さんにケーキを運んだ時、ありが

とうって言ってくれること(是兼)

パティスリー ノア

Qなぜこの事業所を選びましたか？

A将来薬剤師になりたいから(安川)

Qこの仕事で大変だと思うことは何で

すか？ 

A一歩間違えると、命にかかわってしま

う事(岡村)

Q残りの二日これから頑張りたいこと

は何ですか？

A多くのことを学んでこれからに生か

していきたい（衣笠）

西播磨総合リハビリテーションセンター
Qこの一週間で楽しかったことは何で

すか？

A全部！（丑田）

Qこの一週間で一番大変だったことは

何ですか？

A接客の時の笑顔や大きな声であいさ

つすること（丑田）

Qここで学んだことをこれからどう生か

していきたいですか？

A人と接するときに、積極的に行きたい

です（丑田）

アグロガーデン新赤穂店

Q祥吉で一番おすすめの場所はどこで

すか？

Aロビー

　瀬戸内海の島々と日々変わる景色が

おすすめで特に日没頃がきれい

Qこの仕事で気を付けていることは何

ですか？

A第三者目線でお客さんの立場になっ

てどうすれば、思い出に残るかを考え

ること

Q椅子にこだわっているそうなのです

が、特にどの椅子がおすすめですか？

A匠工芸のアニマルスツールと匠工房

のウッドペッカー、ポジションでおすす

めなのはBC工房のうたたね工芸椅

子で日没の５時頃がおすすめ

赤穂温泉 祥吉

トライやるウィーク 11月６日～10日
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（県大附中編）

働く大人にインタビュー

パブリックコメント　ご意見を募集します

●計画（案）の公表

　 ▽市ホームページに掲載

　 ▽①②市役所担当課で供覧

　　③　保健センターで供覧

　 ▽市内各公民館（９か所）で供覧

●募集期間

　12月15日（金）～平成30年１月15日（月）必着

●提出方法

　計画（案）に対するご意見と住所、氏名、電話番号

を記入の上、担当課まで持参（開庁日の午前８時30

分～午後５時15分）、郵送、ＦＡＸ、メールのいず

れかの方法により提出してください（書式自由）。

●提出できる人

　市内に在住、在勤、在学の人、市内に事務所や

事業所等がある法人、団体等

●ご意見の取扱い

　提出いただいたご意見の概要と検討結果につい

ては、次の方法により公表します。

　 ▽市ホームページに掲載

　 ▽①②市役所担当課で供覧

　　③　保健センターで供覧

　 ▽市内公民館（９か所）で供覧

※  ご意見をいただいた人の住所、氏名、電話番号

の公表はしません。また、ご意見に対する個別

の回答はしません。

●担当課・提出先

　①②　〒678-0292　（住所不要）

　　①社会福祉課 障がい福祉係

☎４３・６８３３

FAX ４５・３３９６

Ｅメール： shougai@city.ako.lg.jp

　　②医療介護課 介護保険係

☎４３・６９４７

FAX ４５・３３９６

Ｅメール： kaigo@city.ako.lg.jp

　③〒678-0176　赤穂市南野中321番地

　　赤穂市保健センター ☎４６・８７０１

FAX ４６・８７０５

Ｅメール： hoken@city.ako.lg.jp

赤穂市障がい者福祉長期計画（案）

第７期赤穂市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（素案）

赤穂市健康増進計画（第３次）（案）

　市では本年度、次の計画の策定に取り組んでいます。各計画に市民の皆さまのご意見を反映させるため、

計画案を公表し、意見募集（パブリックコメント）を行います。

①  赤穂市障がい者福祉長期計画（第３次赤穂市障がい者福祉プラン／第５期赤穂

市障がい福祉計画／第１期赤穂市障がい児福祉計画）（案）

②第７期赤穂市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（素案）

③赤穂市健康増進計画（第３次）（案）
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第7回赤穂シティマラソン大会
昨年に引き続き天気に恵まれた大会は、ゲストランナーの小林祐梨子

さん、大会テーマソングをつくられた園田涼さんら3人のユニット三角

関係の演奏やたくさんのボランティアの皆さまの応援を受けた4,635

名のランナーが赤穂の街を駆け抜けました。（11/12）

もしものために   地震避難・情報伝達訓練

地震避難・情報伝達訓練が高雄地区を対象に開催されま

した。

参加者は、避難所に設置される段ボール製のベッドや応急

トイレなどの組み立て方を実践し、土のうの積み方や初期

消火の方法などを消防職員から教わりました。

（11/５　高雄小学校）

西オーストラリア首相、赤穂へ

兵庫県と西豪州の姉妹提携35周年を記念して兵庫県を訪

問中のロッキングハム市出身、マーク・マガウワン西豪

州首相が赤穂市と同市の姉妹都市提携20周年を記念して

赤穂市を訪問されました。ロッキングハム市との交流を

定期的に行っている赤穂市児童合唱団の歌声で出迎えら

れた首相一行は、合唱団のメンバーとロッキングハム市

のことを話されていました。（11/18　市役所）

明石市長をはじめとする訪問団、ロッキングハム市へ

ロッキングハム市との姉妹都市提携20周年にあたり、両市の友好交

流と相互理解を一層推進するため、明石市長、有田市議会議長など

４名の公式訪問団と、公募市民など14名の市民訪問団がロッキング

ハム市を訪問しました。姉妹都市提携20周年記念品を互いに交換す

るなど（明石市長（左）とバリー・サメルズ ロッキングハム市長（右））

さまざまな交流を行いました。（11/５～11/11）

いつまでも健康　しあわせフェスティバル

総合福祉会館で、しあわせフェスティバルが開催され、多くの

ボランティア団体による出し物で賑わいました。

館内では、恒例の歯科医師会によるお口の健康チェックなどが

無償で行われ、80歳で20本以上の自分の歯がある人などを表彰

しました。（11/19　総合福祉会館）

うんとこしょ、どっこいしょ！

　　　　　　　じどうかんフェスタ

県児童館連絡協議会の

児童館フェスタが赤穂

市 で 開 催 さ れ、たくさ

んのこどもたちが参加

しました。

オープニングイベントで

は、市内の児童館の先生

たちによるステージやこどもたちのアヒルのダンス、赤穂高校

の生徒による巧妙な司会などで、観客も盛り上がりました。

（11/19　市民会館）

情熱のお城通り

　　   でえしょん祭り

踊り子からは踊り納めとして

親しまれている赤穂でえしょ

ん祭りは、第14回を迎え、３

年ぶりにお城通りでのパレー

ドが復活しました。華やかな

衣装を纏った踊り子たちは、

お城通りで踊った後、赤穂海

浜公園に移動し、辺りが暗く

なるまで踊り、応援

する観客やカメラを

構えるファンに笑顔

で応えていました。

（11/5　お城通りなど）

姉
妹
都
市
交
流

フォトニュース

の記事は、赤穂市公式Facebookページ『赤穂市広報』にて公開しています。

の記事は、マーク上部のQRコードを読み込むと、赤穂市公式YouTubeチャンネル『Channel AKO』にて動画がご覧いただけます。

がついている写真は、写真が動き出す「AR（拡張現実）」を導入しています。動画を見るには無料アプリ「Aurasma」

が必要です。導入方法などについては市ホームページをご覧ください。(アドレス) http://www.city.ako.lg.jp/ar.html
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国民年金掲示板

年金の受給年齢を迎えると「年金請求書」が事前に送付されます！

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

　　　　　  　まもなく60歳になる女性です。日本

年金機構から印字された年金請求書が送られてきまし

た。厚生年金加入期間は7年、国民年金は60歳になる

まで納付して、国民年金の納付期間は33年になります。

　65歳から老齢基礎年金が満額で受け取れますが、

特別支給の老齢厚生年金の請求と合わせて、老齢基礎

年金の請求もしようと思います。注意点を教えてくだ

さい。

相談事例

回　　答

　老齢基礎年金は原則65歳で受給開始となりますが、

希望すれば60歳から請求することが出来ます。これ

を繰上げ請求と言います。

①  年金額は繰り上げた期間によって減額されます

　　ひと月繰り上げるごとに、0.5%の減額です。

　

②障害基礎年金の保障がなくなります

　  　65歳までの間に障害等級1･2級に該当する状態

になっても、障害基礎年金は受給できません。

③65歳未満の間は、遺族厚生年金と選択になります

　  　遺族厚生年金が発生した場合には、65歳までは

どちらかを選択するようになります。

④  一生同じ割合で減額された年金を受けとることにな

ります

⑤任意加入はできません

■年金受給者の皆さまへ

　確定申告等に必要な「公的年金等の源泉徴収票」が交

付されます。

　源泉徴収票は、老齢（退職）年金を受けている人に、

29年中に受けとった年金の総額や、年金から差し引

いた所得税額などをお知らせするためのものです。

　税金の確定申告や還付申告をするときにはこの源泉

徴収票を提出してください。

※  障害年金や遺族年金は所得税の課税対象ではないた

め、源泉徴収票は送付されません。

●送付時期　１月中

■繰上げ・繰下げの支給率 （％）

年齢 /月 ０カ月 ４カ月 ８カ月 11カ月

繰
上
げ
支
給

　60歳 70 72 74 75.5

61 76 78 80 81.5

62 82 84 86 87.5

63 88 90 92 93.5

64 94 96 98 99.5

65 100 100 100 100

繰
下
げ
支
給

66 108.4 111.2 114 116.1

67 116.8 119.6 122.4 124.5

68 125.2 128 130.8 132.9

69 133.6 136.4 139.2 141.3

70 142（70歳以降 142%は変わりません）

国保医療だより

窓口で支払う医療費の一部負担金の減免等について

 医療介護課 国保医療係　☎ 43・6813

　災害や失業などの特別な事情により生活が一時的に

苦しくなり、医療費の支払いが困難となった場合には、

申請により最長６か月間、医療機関等の窓口で支払う医

療費の一部負担金（自己負担額）を減額、免除又は徴収

猶予する制度があります。

●対象となる人

　  　一部負担金の支払義務を負う世帯主又は主として

世帯の生計を維持する人が、次のいずれかに該当し、

その生活が著しく困難であるとき。

①  震災、風水害、火災その他これらに類する災害（以下

「災害等」という。）により、住宅及び家財に重大な損害

を受けたとき。

②  災害等により死亡されたり、新たに障がいの認定を

受けた、又は資産に重大な損害を受けたことにより

収入が減少したとき。

③  干ばつ、冷害、凍霜害などによる農作物の不作、不

漁その他これらに類する理由により収入が減少した

とき。

④  事業又は業務の休廃止、失業などにより収入が著し

く減少したとき。

⑤前記②～④に掲げる事由に類する事由があったとき。

　申請に必要な書類は、国保医療係（市役所１階④番）

の窓口でお渡ししますので被保険者証、印鑑、個人番

号（マイナンバー）カード又は通知カードと本人確認書

類をご持参の上ご相談ください。

　また、市民税非課税世帯の世帯主に対しては、一部

負担金の一部の助成を受けられる場合もありますので、

詳しくは国保医療係までお問い合わせください。

ふれあいバーベキューをして

　９月27日午後、バーベキューを予定していま

したが、天気予報が雨となっていたため、急遽

開始時間を早め、実施しました。

　参加を予定していた方の中には、都合が悪く

なり、不参加になる人もあり、申し訳なかった

と思います。場所は有年東部多目的グラウンド

（いつもグラウンドゴルフで利用）にて朝早くか

ら役員に準備をしていただきました。

　材料の肉類は購入しましたが、野菜の大半は

会員が育てたピーマン、なす、ししとう等を持

ち寄りました。みんなでビールを飲みながら、

焼き肉のレタス巻きや、しいたけ等のアルミ

ホイル焼きをしま

した。

　美味しくいただ

きながらいろんな

話をして、笑いの

絶えない半日を過

ごすことができま

した。後片付けが

終わった頃、雨が降り始めましたが、濡れるこ

となく楽しい時間を過ごせたことに感謝します。

　会員数が減少する中、バーベキューを企画し、

少しは活気づいたのではないかと思います。今

後も、このような催しを続けていければ良いと

思いました。 有年地区　陰山　美鈴

市老連だより いきいき赤穂 №33 有年地区老人クラブ連合会

老人クラブ新春将棋大会の参加者を募集します
●日　　時　１月24日（水） 午前10時～

●場　　所　市民会館

●参加要件　市内在住の60歳以上の人

●申込期日　12月28日（木）

●参 加 料　500円　※詳しくは社会福祉課いきがい福祉係までご連絡ください。

問社会福祉課 いきがい福祉係　☎４３・６８０９

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

　皆さんが毎日口にする水道水は、以前にもお話したように（「水の話④」）、地下水や千種川の表流水を浄

水場などで処理したのち、道路下に埋設されている水道管を通って各家庭などまで運ばれていますが、そ

の「水道管」にはさまざまな種類があります。

　旧赤穂上水道時代には、竹管や陶管が主なものでしたが、現代では硬質塩化ビニル管やダクタイル鋳

鉄管のほか、ポリエチレン管や鉄管、ステンレス管など多種多様な材質や形状、口径の水道管によってご

家庭などに水を供給しています。

　水は、市民生活や社会経済活動に不可欠の重要なライフラインです。

　赤穂市では地震等の災害に強い水道施設の構築に向けて、基幹配水を担う水道管には耐震管を採用す

るなど、地震等が発生しても安定して、安全・安心な水を皆さんに供給できるように努めています。（N）

赤穂市上下水道部の話 ⑨

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

のののののの水
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問環境課　☎４３・６８２１みんなで考えよう!! 「産廃」のこと

「
ア
ナ
ロ
グ
」

 

ビ
ー
ト
た
け
し

　

全
て
が
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
世
界
で
悟
と
み
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き
が

交
わ
し
た
、
た
っ
た
ひ
と

つ
の
約
束
。
惹
か
れ
あ
う

２
人
の「
ア
ナ
ロ
グ
」な
関

係
が
始
ま
り
…
。

「
体
幹
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

 

金　

 

哲
彦

　

肩
甲
骨
・
骨
盤
・
丹
田

を
正
し
く
使
え
ば
、
い
つ

も
の
歩
き
が
効
果
的
な
運

動
に
な
る
！
歩
く
リ
ズ
ム

と
呼
吸
な
ど
を
紹
介
す
る
。

「
こ
ん
な
と
き
、
ど
う
す
る
？
」

 

諸
富 

祥
彦

　

日
常
生
活
の
な
か
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い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い
る

疑
問
や
悩
み
を
専
門
家
が

解
決
！
こ
ま
っ
た
状
況
に

な
っ
た
時
の
対
応
の
仕
方

を
絵
と
文
で
解
説
し
ま
す
。

「
う
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

 

マ
ー
ク 

ス
ペ
リ
ン
グ

　

あ
な
た
が
ど
ん
な
に
大

き
く
な
っ
て
も
好
き
…
。

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
、

子
ど
も
へ
の
想
い
を
言
葉

に
す
る
絵
本
。

■図書館ボランティア募集

図書館でボランティアをしてみませんか！
①読み聞かせ=絵本や紙芝居などの読み聞かせ
②書架整理=返却本を棚に戻したり書架の整理
③点訳=視覚障がいのある人への本や広報などの点訳
④朗読=ギャラリー朗読会での朗読など

■ブック宅配サービス利用案内（有年 ･ 高雄 ･ 西部地区の人対象）

　有年・高雄・西部地区にお住まいの人を対象
に、図書を宅配便にてご自宅までお届けするサー
ビスです。手続は簡単です。ぜひご利用ください。
貸出冊数･期間：10冊以内、15日間（配達期間除く）

■ “ おたのしみ袋 “ で運だめし！

テーマ別（３冊入）で “おたのしみ袋 “で本の貸
出をします。
日時：１月４日（木） 午後1時～（無くなり次第終了）
※詳しくは図書館までお問い合せください。
●問い合わせ先　図書館 ☎４３・０２７５

新

刊

紹

介

「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
！
情
報
検
索
」／
中
島 

玲
子

「
日
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絶
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パ
レ
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ト
１
０
０
」／
永
岡
書
店
編
集
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者
に
贈
る
５
つ
の
質
問
」
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．
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て
い
る
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ワ
イ
ト
カ
ー
ド
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石
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衣
良

「
墨
の
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よ
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「
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「
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ぴ
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／
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「
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業
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よ
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／
大
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圭
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「
に
ち
よ
う
び
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名
探
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」／
杉
山 　

亮

～水　銀①～

　今回は「水銀に関する水俣条約」についてご紹介します。

　水銀は様々な排出源から排出されて地球上を循環し、分解されることなく環境中に蓄積し、人の健
康に有害な影響を及ぼすことがあります。先進国では水銀の使用量は減っているものの、途上国では
依然利用されており、環境汚染や健康被害が生じるリスクが高いことから、水銀汚染は世界規模での
対策が必要な問題です。
　こうした中、世界的にも水銀対策を推進する機運が高まり、水銀による汚染から人の健康と環境を
保護するため、平成25年10月に熊本市・水俣市で開催された外交会議において「水銀に関する水俣条
約」が採択されました。その後、水俣条約の的確かつ円滑な実施を確保するため「水銀による環境汚染
の防止に関する法律（水銀汚染防止法）」が制定され、大気汚染防止法・廃棄物処理法等が改正されてい
ます。
 （出典：環境省ホームページ「水俣条約について」）

VOL.30

図書館～ ～Library
ら い ぶ ら り

Library
ら い ぶ ら り

Library
http://www.ako-city-lib.com

図書館からのお知らせ

子育て・健康ページ

女
性
の
皆
さ
ま

 
も
う
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？

お
い
し
い
ご
は
ん
を

 

食
べ
よ
う
県
民
運
動

〜
ご
は
ん
食
を
通
じ
た
健
康
的
な

 

食
生
活
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！
〜

年
末
年
始
の

準
備
と

急
病
時
の
対
応
に
つ
い
て

問
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
46
・
８
７
０
１

〜
市
の
女
性
の
が
ん
検
診
は

 
12
月
末
ま
で
で
す
〜

　

市
実
施
の
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

は
12
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

実
施
医
療
機
関
、
受
付
時
間
等
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

地
域
講
演
会
の
参
加
者
募
集

●

日
時　

12
月
17
日（
日
）

　

  

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
50
分

　
（
受
付　

午
後
１
時
15
分
〜
）

●
  

場
所　

相
生
市
文
化
会
館
扶
桑
電
通

な
ぎ
さ
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

●
  

演
題　

ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
て

も
太
ら
な
い
体
づ
く
り

　

  

〜
禁
止
・
制
限
・
が
ま
ん
の
な
い
ス

ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
考
え
方
〜

●

講
師　

柏
原
ゆ
き
よ
氏（
管
理
栄
養
士
）

●
  

参
加
費　

無
料（
参
加
者
全
員
に
兵
庫

の
お
米
１
㎏
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

●

対
象
者　

ど
な
た
で
も

●
  

参
加
申
込　

必
要
事
項（
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
）を
明

記
の
上
、
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
０
７
８
・
２
３
０
・
４
３
１
０

②  

ハ
ガ
キ
＝
〒
650
―

0044
神
戸
市
中
央
区
東

川
崎
町
１
―

５
―

７ 

神
戸
情
報
文
化
ビ

ル
8
階 

お
い
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
よ

う
県
民
運
動 

地
域
講
演
会
係(

神
戸

新
聞
事
業
社
内)

③
メ
ー
ル
＝g

o
h
a
n
@
i-d

o
.jp

問  

お
い
し
い
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
県
民

運
動 

地
域
講
演
会
事
務
局

 

☎
０
７
８
・
８
９
１
・
８
５
５
５

　

年
末
年
始
の
医
療
機
関
の
診
療
日
や

時
間
は
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
く

と
安
心
で
す
。

　

持
病
の
あ
る
人
や
体
調
の
悪
い
人
は
、

早
め
に
か
か
り
つ
け
医
等
を
受
診
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
は
、
急
な

発
熱
や
体
調
の
変
化
が
起
こ
り
や
す
い

も
の
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
急
病
や
け
が
で
、
緊
急

に
病
院
に
行
く
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か

迷
っ
た
と
き
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
へ

の
相
談
の
ほ
か
、
小
児
救
急
医
療
電
話

相
談
窓
口
（
＃
８
０
０
０
）を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

看
護
師
な
ど
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

病
状
へ
の
対
処
方
法
な
ど
を
助
言
し
て

い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
体
調
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
か
か
り
つ
け

医
を
つ
く
り
、
で
き
る
だ
け
診
療
時
間

内
の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

看
護
師
ら
が
相
談
に
応
じ
ま
す

●

兵
庫
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

 

☎
＃
８
０
０
０

　

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

 

☎
０
７
８
・
３
０
４
・
８
８
９
９

　

相
談
時
間

　
　

平
日
・
土
曜
日 

　
　

午
後
6
時
〜
午
前
０
時

　
　
（
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は

 

午
前
9
時
〜
午
前
０
時
）

☆
こ
ど
も
の
救
急
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

  　

症
状
別
に
受
診
が
必
要
か
ど
う

か
の
判
断
の
目
安
を
、
掲
載
し
て

い
ま
す
。

『
こ
ど
も
の
救
急
』
で
検
索
！
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平
成
30
年
の
赤
穂
市
成
人
祝

賀
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
式
典

と
、
市
内
中
学
校
卒
業
生
代
表

で
組
織
す
る
成
人
式
実
行
委
員

会
が
企
画
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
２
部
構
成
で
行
い
ま
す
。

新
成
人
の
ご
家
族
も
入
場
で
き

ま
す
。

●

日
時　

１
月
７
日（
日
）

▽
受
付
＝
午
前
10
時
30
分
〜

▽
開
会
＝
午
前
11
時
〜

●

会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
  

対
象　

平
成
９
年
４
月
２
日

〜
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人（
住
民
票
を

市
外
に
移
し
て
い
る
人
も
、

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
参

加
で
き
ま
す
。）

問
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

 

☎
43
・
６
８
５
８

　

伝
統
の
放
水
合
戦
や
消
防
ポ

ン
プ
車
に
よ
る
一
斉
放
水
な
ど

見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

●

日
時　

1
月
14
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜

●
  

場
所　

千
種
川
河
川
敷
緑
地

（
中
広
河
川
敷
）

※  

雨
天
時
は
総
合
体
育
館
に
て

式
典
の
み
実
施

問
消
防
本
部 

総
務
課

 

☎
43
・
６
８
８
１

　

赤
穂
市
学
校
給
食
会
で
は
、

平
成
30
年
度（
２
０
１
８
）・
31

年
度（
２
０
１
９
）２
か
年
の
学

校
給
食
用
物
資
の
納
入
指
定

業
者
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

●

期
間

　

１
月
10
日（
水
）〜
31
日（
水
）

問  

赤
穂
市
学
校
給
食
会（
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
内
）

 

☎
48
・
７
１
５
１

　

市
立
図
書
館
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
親
し
み
を
も
っ
て
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
雑

誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」を
導
入

し
、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
の
募
集

を
始
め
ま
す
。

※
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
と
は

　

  

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
に
雑
誌
の

購
入
費
用
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
、
提
供
さ
れ
た
雑
誌
の

最
新
号
カ
バ
ー
に
広
告
を
掲

載
す
る
制
度
で
す
。

●
  

募
集
対
象　

企
業
・
商
店
・

組
織
・
団
体（
個
人
は
不
可
）

●
  

募
集
受
付　

12
月
15
日（
金
）

か
ら
随
時（
平
成
30
年
４
月

発
行
分
の
雑
誌
か
ら
随
時
）

●
  

提
供
雑
誌　
「
雑
誌
リ
ス
ト
」

か
ら
選
択

●
  

申
込
方
法　

「
雑
誌
ス
ポ
ン

サ
ー
制
度
実
施
要
綱
」を
ご

確
認
の
上
、「
雑
誌
ス
ポ
ン

サ
ー
制
度
申
込
書
」等
を
合

わ
せ
て
当
館
へ
持
参
又
は

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●

申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ

　

市
立
図
書
館

　

〒
678
―

0239 

赤
穂
市
中
広
９
０
７

 

☎
43
・
０
２
７
５

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
・
６
２
９
１

　 
 h
ttp

://w
w

w
.a

k
o

-c
ity-

lib
.co

m

催し

赤
穂
市
成
人
祝
賀
式

催し

平
成
30
年
消
防
出
初
式

募集

学
校
給
食
用
物
資
納
入

業
者
登
録
申
請
受
付

募集

図
書
館
の
雑
誌
に
広
告

を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問企画広報課　☎４３・６８７３

平成30年度から個人住民税の特別徴収を徹底します
 問税務課市民税係　☎４３・６８０３

　個人住民税の特別徴収を実施していない

　事業主の皆さまへ

最低賃金の改正
 問兵庫労働局労働基準部賃金室
 ☎０７８・３６７・９１５４

医療費控除の領収書が
提出不要になりました

 問相生税務署　☎２３・０２３１

　特別徴収とは、従業員の給与から個人住民税を

天引きし、事業主が従業員に代わって、毎月、市

町に納入する仕組みです。平成30年度からは、県

と県内の全市町が一斉に、特別徴収の徹底を行う

こととしています。特別徴収の実施にご理解とご

協力をお願いします。

●  この制度は、地方税法及び各市町の条例の規定に

より、所得税の源泉徴収を行う全ての事業主（給

与支払者）に義務づけられています。

●  特別徴収が不要なケースは法令で定められてお

り、事業主や従業員の希望に応じて特別徴収を

「行う・行わない」を決めることはできません。

市役所・町役場 事業所 給与所得者

①給与支払報告書の提出

　（１月31日まで）
④特別徴収税額の通知

　（５月31日まで）

⑤給与の支払いの際、

　税額を徴収

　（６月から翌年５月まで毎月）

② 税額の計算

③特別徴収税額の通知

　（５月31日まで）

⑥税額の納入

　（翌月10日まで）

特別徴収の方法による納税のしくみ

　兵庫県最低賃金が10月１日から時間給844円（改

正前は819円）に改正されました。最低賃金は、パー

トタイマー、アルバイト等すべての労働者に適用

されます。

　平成29年分の確定申告から「医療費控除の明細

書」の添付があれば、領収書の添付が不要です。（平

成31年分までは領収書の添付でも申告できます）

※  医療費の領収書は、自宅で５年間保存する必要

があります。

平成30年度（平成29年分）給与支払報告書の

提出をお願いします

　平成29年1月1日から平成29年12月31日までの

間に、給料、賞与等を従業員に支払った場合は、給

与支払報告書の提出が必要です。

●提出期限　平成30年１月31日（水）

●提 出 先　  平成30年１月１日現在の従業員の住

所地の市町村

●提出書類　  総括表、給与支払報告書（個人別明細

書）、普通徴収切替理由書（特別徴収

できない人がいる場合のみ。平成30

年度分より提出が必要となりました。

ご協力をお願いします。）

※  マイナンバー制度の開始により、給与支払報告

書に個人（法人）番号の記載が必要です。総括表

には事業主の個人（法人）番号、個人別明細書に

は従業員及び扶養家族の個人番号の記載をお願

いします。

消防ポンプ自動車を更新

　永年の使用により老朽化した第6分団の

消防ポンプ自動車を更新整備し、11月15日

に市長から消

防団に車両の

引渡しが行わ

れました。
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ま
せ
ん
か
。
臨
時
的
・
単
発
的

な
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
就
業
募
集
状
況
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
、
入
会
説
明
会
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
12
月
は
出
張
説

明
会
も
開
催
し
ま
す
。

●

１
月
の
入
会
説
明
会（
本
所
）

・
日
時　

１
月
９
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

●

お
仕
事
承
り
ま
す

　

  

▽
不
用
品
の
処
分 

▽
家
事

手
伝
い 

▽
人
材
派
遣
等　

そ
の
他
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問  （
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

 

☎
43
・
７
２
０
０

 
h
ttp

://w
w

w
.a

ko
-sjc.jp

有
年
地
区
出
張
入
会
説
明
会

・
日
時　

12
月
18
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

・
場
所　

有
年
公
民
館

　

伊
丹
市
に
あ
る
国
立
県
営
兵

庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
訓
練
の
内
容
や
校
の
雰
囲

気
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

実
施
し
ま
す
。

●

開
催
日
時（
第
3
回
）

　

１
月
13
日（
土
）

　

午
後
１
時
15
分
〜
４
時
30
分

 

（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

●
  

内
容　

見
学
、
概
要
説
明
及

び
体
験
実
習

●
  

対
象
者

　

  

身
体
障
害
対
象
科
の
応
募
を

希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る
人

お
よ
び
保
護
者
、
支
援
関
係

者
等

●

締
め
切
り
日

　

１
月
９
日（
火
）

●
  

申
込　

公
共
職
業
安
定
所
、

開
発
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
申
込
書
に
て
郵
便
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
込
み

問  

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校

 

☎
０
７
２
・
７
８
２
・
３
２
１
０

 

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
２
・
７
８
２
・
７
０
８
１

　

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学

校
で
は
、
住
宅
系
・
機
械
系
・

金
属
系
の
1
年
コ
ー
ス(

７

コ
ー
ス)

に
お
い
て
、
平
成
30

年
度
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
  

対
象
者　

▽
高
等
学
校
等
新

規
学
卒
者 

▽
18
歳
以
上
の

求
職
者

※  

も
の
づ
く
り
複
合
コ
ー
ス
は

15
歳
以
上
の
求
職
者

※  
機
械
製
図
・
工
作
コ
ー
ス
は

概
ね
45
歳
未
満
の
求
職
者

●

募
集
コ
ー
ス　

・  

住
宅
系

　

  

▽
住
宅
設
備
コ
ー
ス
＝
15
名

　

▽
木
造
建
築
コ
ー
ス
＝
15
名

・
機
械
系

　

  

▽
機
械
加
工
コ
ー
ス
＝
15
名

　

  

▽  

機
械
製
図
・
工
作
コ
ー
ス

＝
10
名

・
金
属
系

　

  

▽
溶
接
コ
ー
ス
＝
15
名 

　

  

▽
金
属
塗
装
コ
ー
ス
＝
15
名

　

  

▽  

も
の
づ
く
り
複
合
コ
ー
ス

＝
10
名

※  

各
コ
ー
ス
の
定
員
は
、
第
1

回
か
ら
第
3
回
入
校
生
募
集

の
合
計

●

訓
練
期
間　

１
年

　

  

平
成
30
年
4
月
10
日（
火
）〜

平
成
31
年
3
月
12
日（
火
）

●

見
学
説
明
会（
事
前
申
込
要
）

　

▽
1
月
27
日（
土
） 

　
　
　

午
前
10
時
〜

　

▽
1
月
28
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜

　

▽
2
月
1
日（
木
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜

●

出
願
期
間　

　

1
月
22
日（
月
）

 

〜
2
月
8
日（
木
）

●

選
考
日　

2
月
14
日（
水
）

●
  

授
業
料　

無
料

※  

諸
経
費
＝
自
己
負
担
4
万
円

程
度
、
別
途
検
定
受
験
料
等

必
要

問  

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

 

☎
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
７
７

※  

Ｈ
Ｐ
は「
県
立
も
の
づ
く
り

大
学
校
」で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
30
年
4
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
資
料
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●

募
集
学
生
の
種
類

　

  

▽
教
養
学
部（
科
目
履
修
生
、

選
科
履
修
生
、
全
科
履
修
生
）

　

  

▽
大
学
院（
修
士
科
目
生
、

修
士
選
科
生
）

●
  

出
願
期
間

　

12
月
1
日
〜
2
月
28
日
、

　

3
月
1
日
〜
3
月
20
日

※  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
  

資
料
請
求（
無
料
）・
お
問
い

合
わ
せ
先

　

  

放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン

タ
ー

 

☎
０
７
８
・
８
０
５
・
０
０
５
２

　

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

 

☎
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
h
ttp

://w
w

w
.o

u
j.a

c.jp

●

会
員
募
集

　

市
内
在
住
の
男
性
60
歳
、
女

性
58
歳
以
上
の
人
、
会
員
と

な
っ
て
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん

か
。
剪
定
・
除
草
・
家
事
援
助
、

軽
作
業
等
、
腕
を
振
る
っ
て
み

募集

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者

募集

県
立
も
の
づ
く
り
大
学

校
入
校
生

募集

放
送
大
学
4
月
入
学
生

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０
ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

Facebookウェブアドレス
https://www.facebook.com/akoharmony
自主事業のお知らせはFacebookで配信中！！
主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーション

赤穂市文化会館をご利用の際は、当館駐車場への駐車をお願い

いたします。特に、フレスポ赤穂の駐車場には絶対に駐車しな

いようにしてください。当館の駐車場は台数に限りがありますの

で、公共交通機関をご利用の上お越しください。

近隣の商業施設への駐車はおやめください

入 場 料： 一般5,000円（友の会4,500円）

　　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。

加藤登紀子コンサート 百万本のバラ 

2018年2月18日(日)　15：30開演　大ホール　全席指定

好評発売中

入 場 料：前売6,000円（友の会5,700円）

 　当日6,500円（友の会6,200円）

 　※未就学児の入場はご遠慮ください。

伊勢正三＆イルカ　～二人の物語～ 

開館25周年記念事業

2018年3月11日(日)　17：00開演　大ホール　全席指定

好評発売中

鍵かけ防犯マスコット

「キー坊」
赤穂警察署

自転車にカギを

かけましょう！

赤穂市文化とみどり財団
臨時作業員を募集します

●職　　種　臨時作業員

●勤 務 地　海洋科学館・塩の国

●募集人員　若干名

●勤務条件　午前８時～午後４時45分

　　　　　　月に11日程度

●賃金（見込）　日額8,100円

●採用予定　平成30年２月

●試験日時等　

　　　　　　１月13日（土）

　　　　　　午前10時～　文化会館

●試験内容　面接試験

●応募方法　  12月15日（金）～１月６日

（土）までに受験申込書を文

化会館内赤穂市文化とみど

り財団事務局へ持参（申込書

は文化会館内事務局にあり

ます）

●受付時間　  午前８時30分～午後５時15

分（火曜日及び12月27日～

１月４日を除く。）

問赤穂市文化とみどり財団事務局

 ☎４３・３２６９
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12/8～1/15健康・相談

人口の動き（10月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,438 戸 （ － 15 ）

人口 48,539 人 （ － 56 ）

男 23,498 人 （ － 37 ）

女 25,041 人 （ － 19 ）

 （　）内は前月比
◎10月中の異動

出生 22 人（－ 8 ） 転出 95 人（＋ 21 ）

死亡 42 人（－ 1 ） その他増 0 人（－ 3 ）

転入 66 人（－ 9 ） その他減 7 人（－ 1 ）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況

区分 10月 平成29年累計

発生件数 141（＋ 20） 1182（－ 14）

　人身 23（＋ 14） 204（＋ 64）

　物損 118（＋ 6） 978（－ 78）

死者 0（－ 1） 2（＋ 1）

重傷 3（＋ 2） 26（＋ 10）

軽傷 27（＋ 20） 239（＋ 71）

 （　）内は前年比

火災・救急状況

区分 10月 平成29年累計

火災 1（ ± 0） 16（ ＋ 8）

救急 170（ ± 0） 1652（ ＋ 140）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは

 ☎43・6899 まで

� �� �� �

12月

8
●栄養相談（前日までに要予約） 9：30 ～ 11：30 
●子育て応援隊さろん　13：30 ～ 15：00 

9
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

10  
くぼかわ医院 ☎ 42・2140
9：00 ～ 17：00

11

12 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

13
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●2歳児歯科健診（H27.5生まれ） 13：30 ～ 14：30 
●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30 

14 ●献血（市役所） 10：00 ～ 15：30

15

16
●司法書士による法律相談　9：30 ～ 12：00 
　 市民対話課　☎43・6818

17  
シオヤ外科胃腸科医院 ☎ 43・4712
9：00 ～ 17：00

18

19

●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 14：40 

20
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00 ～ 17：00 
●1歳６か月児健診（H28.5生まれ ) 13：30 ～ 14：30 

21

22 ●ベビーレッスン 13：00 ～ 13：30 

23  
宮崎クリニック ☎ 43・4877
9：00 ～ 17：00

24  
きむクリニック ☎ 45・7355
9：00 ～ 17：00

25

26

●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所
●もの忘れ健康相談（要予約） 13：00 ～ 15：00

　 地域包括支援センター　☎42・1201

27
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30 

28

29  
石川整形外科医院 ☎ 45・1717
9：00 ～ 17：00

30  
渡辺内科小児科医院 ☎ 42・3884
9：00 ～ 17：00

31  
赤穂記念病院加里屋診療所 ☎ 43・2717
9：00 ～ 17：00

くらしのカレンダー

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297

子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290

青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831

 フリーダイヤル 0120・783・115

消費生活センター（市民対話課内）（随時） ☎43・7067(相談専用)

女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16:00祝日除く） ☎43・7800

市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818

心配ごと相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397

犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市役所（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

市民会館 ☎43・7450

問 い 合 わ せ 先

保セ 保健センター（すこやかセンター内） ☎46・8701

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

1月

1  
福田産婦人科麻酔科 ☎ 43・5357
9：00 ～ 17：00

2  
松本クリニック ☎ 42・0036
9：00 ～ 17：00

3  
黒田医院 ☎ 43・5210
9：00 ～ 17：00

4

5

6

7  
三木内科 ☎ 42・1771
9：00 ～ 17：00

8  
藤野内科クリニック ☎ 42・1077
9：00 ～ 17：00

9 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

10

●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●3歳児健診（H26.7生まれ） 13：30 ～ 14：30 
●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30 

11
●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 
●年金出張相談（要予約） 10：30 ～ 15：30

　 姫路年金事務所　☎079・224・6362

12
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●栄養相談（前日までに要予約） 9：30 ～ 11：30 
●子育て応援隊さろん　13：30 ～ 15：00 

13
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

14  
杉口整形外科 ☎ 45・1451
9：00 ～ 17：00

15 ●こころのケア相談（要予約） 14：00 ～ 15：00 

休業

火葬

し尿収集

※ごみは決められた日、決められた場所に、当日の朝８時までに出しましょう。

ごみ収集日程

その他プラスチック製容器包装

燃やすごみ 12月29日㈮・１月５日㈮

12月22日㈮

12月28日㈭・１月４日㈭

年末年始の市役所等業務のお知らせ

尾崎・御崎・坂越・高雄・有年地区赤穂・城西・塩屋・西部地区

12月28日㈭

●市役所一般業務
　☎43･3201

●上下水道部
　☎43･1272

●市民病院
　☎43･3222

●図書館
　☎43･0275

●文化会館
　☎43･5111

●歴史博物館
　☎43･4600

●市民総合体育館
　☎45･2091

※市役所一般業務：年末は12月28日午後５時15分までとなっています。ただし時間延長を行っている市民対話課、

市民課、税務課、医療介護課、子育て健康課、上下水道部については午後６時まで受け付けを行います。

※上下水道部：12月28日の水道の開閉栓作業は午後５時15分まで、水道料金及び下水道使用料等の納付は午後６

時まで受け付けます。

※市民病院：緊急の場合は除きます。

※年内のし尿収集を希望する場合は、12月22日（金）までに美化センターまで申し込みください。

※美化センターへごみを持ち込む場合は、ごみ処理施設使用料として、10kgにつき70円が必要です。なお、混雑する

ため少量の搬入はご遠慮ください。

28日木29日金30日土 31日日 1日月 2日火 3日水 4日木●美化センター　☎42･3841

燃やすごみ、その他紙製容器包装、そ

の他プラスチック製容器包装、ペット

ボトル、ダンボール、紙パック

燃やさないごみ、缶・びん、粗大ごみ

ご

み

持

込

25日月 26日火 27日水 28日木 29日金 30日土 31日日 １日月 ２日火 ３日水 ４日木 ５日金

休館中の図書（CD・ビデオ・DVDを除く）の
返却は玄関横のポストをご利用ください

12月25日～1月４日の間、テニスコート（クレー２面）を無料開放します

正月３ヵ日は
臨時開館します

午後１時より
臨時開館します

８時30分

～12時

通常業務

８時30分

～16時

通常業務

８時30分

～16時

９時30分

～12時

情報コーナー情報コーナー
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ちゃん
中　広

父・修佑さん　母・博美さん

平成25年５月６日生まれ

宮 本  翔 太
も と しょう た

ちゃん
さつき町

父・聖人さん　母・静香さん

平成27年９月19日生まれ

山 田  葵 心
や ま だ き こ

ちゃん
松原町

父・幸夫さん　母・沙織さん

平成25年７月16日生まれ

久 保  紘 人
く ぼ とひ ろみ や

◆表紙の説明◆　下段左の写真は11月21日に城西小学校で行われた「子ど

も義士物語」。６年生の全児童が見事に演じきりました。冒頭の生徒代表

による趣旨説明、昨年４人が担当した長台詞を一人で務めたのは山
やました

下元
げん

気
き

さん。大きな声で堂々と演じる内蔵助は圧巻でした。上の写真は県立西播

磨総合リハビリセンターの施設写真を撮るトライやるウィークの生徒。ど

ちらも一生懸命さが伝わってきました。

■ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

■ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

■ 次回の回覧広報あこうは12月25日（月）、
　広報あこうは１月４日（木）の発行予定です。

■広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

　だんだん秋を感じる日が少
なくなっているのは歳のせい
なのでしょうか。スポーツの
秋…インドアな私には縁遠い。
食欲の秋…これです。昨夏ダ
イエットに成功したのですが、
食欲の秋だから！という謎の
甘えでついつい夕食後にポテ
チの袋をためらいもなく開け
てしまい夏の努力が無となり
つつあるあです。
　そんな話は置いといて、８
～ 10ペ ージ のトライやる・
ウィークの記事はご覧いただ

けましたか？このページはトラ
イやるで広報課に来た生徒が
企画・取材・撮影・編集した
ものです。毎年ほんとに中学
生の物事の飲み込みの速さに
驚愕します。一眼レフカメラ
の扱いもすぐに覚え、構図も
ばっちり。これがスマホ世代
の女子の力なのでしょうか？
　写真一枚一枚悩みながら考
えて撮影していました。最近
の若者は…という言葉のマイ
ナスイメージが覆されるはず
です。 あ

■編集後記■

たっぷり常備菜

白菜レモン漬け

冬が旬の白菜。ビタミンＣを比較的多く含み、カルシウム、食物繊維

も含んでいます。ちょっと多めに作って常備菜にいかがでしょうか。

一口メモ 　 　

*1人分栄養素 * エネルギー　44kcal　　塩分　4.9g

（料理協力：赤穂市いずみ会）
（撮影：小深田夏夢（兵庫県立大附属中）トライやる・ウィーク活動にて撮影）

■作り方

①  白菜は４㎝位の長さの短冊に切り、塩水をふり混ぜ、軽い重

しをして２時間位下漬けする。

②  レモンの皮を薄くむいて、せん切りにする。

③  白菜の水気を絞ってボールに入れ、②を散らし、A の調味料

を混ぜ、皿などの落としぶたをのせ、一晩味をなじませる。

■材　料（４人分）

白菜 ・・・・・・・・・400g
レモンの皮 ・・・・・1/3個
塩 ・・・・・・・・大さじ１
水 ・・・・・・・・大さじ１

　 しょうゆ ・・・大さじ１と1/2
A  レモン汁 ・・・・1/3個分
　 ごま油 ・・・・・小さじ２
　 ラー油 ・・・・・小さじ1/2

各コンテンツの視聴に関して 　

　Facebook・Youtube・Aurasma（AR 動画）・マチイロは無料でダウンロード・ご利用できますが、ダウンロード及び視聴にかかる通信料は自己
負担となります。ご利用する端末の契約内容によっては高額となる場合がありますのでご注意ください。

食育レシピ

広報あこうがスマホで見られます。

https://machiiro.town/lp/hyogo_ako


